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脳のドー

ることで

 

 

     

＞合計３回の

選択肢（ターゲ

回の試行（繰り

おいては三分

らの複数試行

＞中脳ドーパ

ーパミン細胞

で、判断や意志

      

報酬を得るた

ゲットボタン）の

り返し試行）で

分の一、第２探

行を経て、合計

ミン細胞とその

は中脳と視床

志決定などの

     

ための意志決定

の中から、試行

同じボタンを選

探索試行では

計３回の報酬を

の放電活動の

床下部にあり、

認知機能や運

     

定と行動選択

行錯誤で１つ

選択することで

は二分の一、第

を得ることを目

の記録 

、線条体や前

運動機能に欠

    

択課題 

の正解を探す

で、合計３回の

第３探索試行で

目標として課題

頭葉、大脳辺

欠くことのできな
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す（探索試行）

の報酬（ジュー

ではほぼ９割

題を行う。 

辺縁系などに投

ない調節してい

玉川大学

。正解ボタン

ース）が得られ

割の確率で正解

投射してドーパ

いる。 
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＜図３＞

 

 

試行開

が上が

のことは

おいては

強化学

 

     

＞ドーパミン細

始の合図に対

がるにつれて活

は、探索試行

は２回分、第２

学習理論に基づ

      

細胞の放電活

対するドーパミ

活動は大きくな

においては、

２繰り返し試行

づいて推定した

     

活動 

ミン細胞の応

なるが、ほぼ

繰り返し試行

行においては

た、長期的な報

     

答（棒グラフ）

100％報酬が

行の報酬も含ん

は１回分の報酬

報酬価値（実

    

）。第１～第３探

が得られる繰り

んだ将来の３

酬情報が表現

実線）と各試行

2011/9/12 

探索試行にお

り返し試行にお

回分の報酬情

現されているこ

での報酬確率

玉川大学

おいて、報酬を

おける活動は

情報を、第１繰

とを示す。折

率（点線）。 
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